
ご入居者との関わりの時間を
増やす業務改善活動

マザアス南柏

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート

マザアス南柏の石野と申します。

今回はご入居者との関わりの時間をつくる為に、日頃何気無く行っている
業務内容を見直し、ご入居者との関わりの時間を増やすための取り組みについて
発表させていただきます。

まずは施設の紹介をさせていただきます。
千葉県流山市の閑静な住宅街にある、介護付き有料老人ホームです。

現在のご入居者数は99名。ご入居者は2階3階4階の3フロアで生活されています。
今回は４階フロアでの取り組みを発表します。
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入居者様の満足度向上を目指し、介護職員の業務改善を行い、
直接介護時間の比率向上を目指す

【活動目標】

介護職員10人で ▲120分/日（＋昼休み稼働の廃止▲61.5分） 捻出

【今までの取り組み】

・朝食配膳改善
・申し送り時間改善
・運搬台車改善
・備品置場改善

『朝食配膳業務』

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
今回はトヨタ自動車の方と一緒に業務改善に取り組む機会をいただき、いろいろアドバイスをいただきながら業務改善活動を進めて参りました。

まずは活動目標についてですが、日々の業務に追われ、ご入居者との関わりの時間がなかなか持てないと職員が感じており、1週間で4階フロアのご入居者全員と関わりの時間を持てるようになりたいと考え
、1日で120分の時間を捻出したいという目標を立てました。
朝食配膳の改善、申し送り時間の改善、運搬台車の改善、備品置き場の改善など、いつくか改善活動をしてきましたが、今回は朝食改善の改善を発表いたします。
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【フロア紹介】

入居者：36名（男性9名・女性27名）
要介護1：7名 要介護2：6名
要介護3：5名 要介護４：9名 要介護５：3名
要支援1：４名  要支援２：2名

＊職員：22名

2022年11月 現在

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
まず、私の所属している４階フロアの紹介をします。このご入居者数と職員数は改善活動をしていた
時期の人数になります。
ご入居者は36名。経管栄養を行っている２名、居室で召し上がっている1名を除き3４名が
1か所の食堂でお食事を召し上がられています。

職員は2２名在籍しており、早番・日勤・遅番・夜勤と交代で業務に当たっております。
朝食時は早番３名・夜勤２名の職員で担っています。
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配膳作業 物と情報の流れ図 現状 （朝食作業）

【今までの朝食配膳作業の状況】

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
これは、取り組み前の朝食配膳作業の流れを図にしたものです。
見ていただくと分かるように、職員の動きはバラバラでした
朝食配膳の開始時間はその日によってまちまちで、
職員が状況を見て、それぞれが判断して動いていた為、
動線が長くなってしまったり、ご入居者のテーブルと配膳車との往復が多くなったりしていました。

その結果、お食事が終わる時間が遅くなり、朝食後の口腔ケア・排泄介助の時間が遅くなり
その後の１日の流れに影響を及ぼしてしまうこともありました。
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配膳作業 物と情報の流れ図 目指す姿 （朝食作業）

【見直し後の朝食配膳作業の流れ】

配膳ﾙｰﾙ

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
これは見直し後の朝食配膳の動きです。配膳車へのお膳のセッティングの際、和・洋食の振り分け、食事形態や食事席を考慮して配膳台車にセットするなど、
テーブル毎にまとまったセッティングをしました。
新しくご入居者されたり、食事席の変更があった場合には
厨房にどの配膳台車にセッティングするのか伝え、情報を共有しています。

＜次スライド＞



◆スタート時間と実施者のルール化

6

【朝食配膳作業の改善】

改善前

改善後

自分のタイミングでできる人からスタート

7：30決められた担当者が一斉スタート

ルール決めで、意識変革

◆夜勤者作業順序変更

仕事の順番を変更し、7:30スタート可

守れるルールづくり

◆台車の活用

台車で運搬し、移動時間短縮

一人づつ配膳

道具の活用

夜勤者の活動で朝食スタート間に合わない

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
次は3つの改善案をピックアップしてご説明します。＊朝食配膳時間は＊今までは各職員のタイミングでスタートしていましたが、＊時間を決め、配膳担当職員が一斉にスタートするとルールを決めました。＊
配膳を一斉にスタートする為に、＊朝の起床介助もルールを決め、＊各担当毎の整容業務を固定しました。＊
又、＊今まではご入居者１人づつ配膳する事が多かった為、＊配膳台車から遠いテーブルには台車を利用しまとめて
配膳することで職員の移動時間の短縮を図りました。＊
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改善前後の朝食配膳工数推移（分/3人・日）

▲35分 着実に低減

標準化し、スムーズな配膳作業を実現

【取り組み前後の配膳時間の比較】

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
取り組み開始前に配膳を行った職員に配膳にかかった時間を日々記録してもらい、
取り組み開始後も同様に配膳に掛かった時間を記録し、検証をおこなった結果、
取り組み前と比較し、約３５分程度時間を削減することが出来ました。
日によって短縮時間は多少異なりますが、改善前に比べると、職員の動きを標準化し、
スムーズに配膳することが出来るようになりました。
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8

日付 時間 何をした？？

5月28日 14、15時台 カフェでお茶
5月29日 14、15時台 カフェでお茶

5月30日 14時～15時半 麻雀

6月1日 14時~15時半 はがき絵作成

6月2日 11、14時台 散歩、日光浴

6月3日 15時台 散歩

6月４日 14時台 カフェでお茶

6月５日 13時～16時 洋服販売

6月12日 15時台 はがき絵作成

6月15日 14時台 散歩

6月18日 14時～16時 コンサート

6月18日 15時台 カフェでお茶

6月19日 14時台 カフェでお茶

≪結果≫
【散歩、新たなコミュニケーションの時間、サービスの時間】

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
朝食配膳時間で短縮できた時間で、ご入居者と散歩をしたり、1階のテラスでお茶をしたりと
ご入居者と関わることが少しづつできるようになりました。



≪結果≫
【介護職員の声】
・改善前に比べると配膳しやすいと思う
・それぞれが配膳する列を決め、台車を使用するのは時間短縮になったと思う
・改善に対する意識に変化はあった。よくなることは変えていくべきだが、ただ実際に
やってみると上手くいかないこともある

【ご入居者の声】
・1階でお茶をすることが出来て気分転換になった
・散歩で外に出ることが出来て気持ちがいい
・同じ方ばかりに関わっているように見える

→散歩を望まない方には別の関わりの時間を持つ
・食事の配膳が早くなって、待つことがなくなった

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
今回の業務改善活動に対して、職員とご入居者に意見を伺いました。
概ね好意的な意見でしたが、まだ改善の余地があるような意見もありました。
今まで業務改善に後ろ向きだった職員も、今回の活動を通して、意見を出して
くれるようになりました。



≪結果≫
今回の取り組みで朝食時にご入居者をお待たせしてしまう時間が短くなり、
職員も朝起床介助や朝食配膳業務に時間がかかってしまう事が、その日
一日の流れに影響してしまう事を意識するようになった。
ご入居者との関わりの時間を作るためには継続して実施していくことが大事であり
他の業務にも応用していくことで更にご入居者と関わる時間を捻出していくことが必
要と考える。
目標は達成できていないので、現在も業務改善活動は継続中です。
ただ、無駄を省く、効率的に動くだけではなく、職員全員が分かりやすく、目的を理解
することが業務改善を継続させていく重要なポイントではないかと思う。



ご清聴、ありがとうございました。
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